
～目的意識を持って学習しましょう～      副校長 田杭 とも子   

令和 4年 7 月 22 日（金）2年生 26 回生が約 3 週間の実習を終え、

報告会を行いました。どの発表も臨床でなければ経験できない貴重

な関わりで、感性が磨かれたと同時に、感性を裏付ける援助や病態

の知識の必要性を実感しました。 
■基礎看護学実習Ⅱを終えて 

26 回生 定方七夏 

私達 26 回生は、基礎看護学実習Ⅱを無事終えることがで

きました。今回の実習では、患者さんの全体像の把握、基本

的欲求の充足・未充足の判断を行い、患者さんがより良い療

養生活を送ることができるよう毎日学習に励み、様々な援助

を実践することができました。 

 今回私が受け持たせていただいた患者さんは、リハビリテ

ーション以外ではベッドの上で過ごす事がほとんどで、日中

も多くの時間を寝て過ごしていました。話しかけても患者さ

んの反応は薄く、どの様な援助を行ったら良いのか悩みまし

た。そこで、ベッドの頭側を上げ患者さんに座位の姿勢をと

っていただき、ベッド上で手浴を行いました。すると開眼し、

自ら手を洗う様子がみられました。また、患者さんより「寂

しかった。」との訴えも聞かれ、それ以降は患者さんの抱える

様々な思いを聞くことができました。 

 この実習で、患者さんの疾患だけに注目するのではなく、 

気持ちを汲み取り援助に活かす事の大切さを学ぶことができ

ました。実習後の報告会においても、患者さんとの信頼関係

が何よりも大切であるということも改めて実感しました。領

域別実習では、より確実な知識と技術習得に努め、命に携わ

るという責任感を持って臨みたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

実りの秋を迎えて、皆様は益々勉学に励んでいる事と思い

ます。新型コロナウイルス感染予防に関しまして、学生の皆

様、保護者の皆様や学校関係者の皆様には、様々な御努力と

ご協力を頂き、心より感謝申し上げます。 

 去る 10月 14 日第 26 回生の戴帽式を挙行致しました。感染

予防対策のもと、戴帽の儀が厳かに行われ、26 回生オリジナ

ルの「誓いの言葉」を戴帽生全員で心を合わせて唱和しまし

た。尊い命に関わるものとしての自覚と責任持つこと、患者

様の心の声に寄り添うこと、仲間とともに切磋琢磨しながら

学び合い、看護の道を歩むことが力強く誓われました。今回

は 3 年ぶりに保護者の皆様にもご参加いただき、看護学生と

して決意を新たにする姿を見守っていただきました。また、

保護者会では学校と保護者の皆様との連携の促進に向けて、

個別面談による情報交換を行いました。今後も、さらなる学

生支援の充実に繋がるよう教職員一同努力いたします。 

 さて、第 112 回看護師国家試験は令和 5 年 2 月 12 日に行わ

れます。本校は国家試験全員合格を目指し、教職員もこれを

使命として日々指導に当たっています。国家試験受験を控え

ている皆さん、11 月から国家試験対策に本腰を入れ、すでに

購入していると思いますが、過去問題集を活用しましょう。

最近の国家試験は、過去問題と類似した問題が出ている傾向

があります。但し、同じ問題が同じ文言で出題されるわけで

はありません。その為、問題の丸暗記や、曖昧な知識で何と

なく覚えているという状態では、問題の言い回しが違っただ

けで正答できない事になります。大切な知識は毎年出題され

るので、どの切り口から出題されても答えられるよう確実に

理解して身につけるようにしましょう。 

 国家試験に向けた勉強では、「合格できるのか？」「落ちた

らどうしよう」など、不安がよぎって集中できない事がある

かもしれませんが、「やればできる！」の精神が大切です。同

じ勉強でも不安でやるよりは「できる！」と思って取り組ん

だ方がずっと知識が身につきます。周りにはスマホやテレビ

など、誘惑がいっぱいです。国家試験に合格した先輩は、ス

マホの電源を切る、テレビを片づける、公民館に行くなど学

習環境を整え「いろいろ我慢しなくてはならないことがあっ

たけど、耐えて勉強して良かった」「本当にやればできる」と

笑顔で語っていました。 

 1 年生 2 年生の皆さん、課題の学習だけではなく計画的に

テスト勉強しましょう。一夜漬けの知識はテスト終了後すぐ

に忘れてしまい、身につきません。「人体の構造と機能」など

の基礎的な学習は、授業の理解や実習における疾病や看護の

理解にとても役立ち、国家試験対策にもつながりますので継

続的に取り組むことをお勧めします。学習方法に不安がある

時は遠慮せず私たち教員に相談してください。患者様に信頼

される看護師を目指して、充実した毎日を送る事ができるよ

う頑張りましょう。 
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今回、「死」とはどのようなものなのか、その「死」に直

面している患者さんとその家族に対してどのように関わっ

て行くべきなのか学ぶことができました。現在の医療で生

命を伸ばすことが患者の幸福につながるわけではなく、心

も看ることが大切だと実感しました。スピリチュアルはす

るものではなく、相手がいることで成り立ち、自分の意思

だけでは成り立つものではない。業務ケアや処置は看護師

で成り立つが、心のケアは相手がどう感じたのかが１番大 

■特別講演を聞いて 

25 回生 福田芽衣 

■オープンキャンパスに参加して 

26 回生 鈴木美羽  

令和 4年 6 月 24 日（金）「死にゆく人の心に寄りそう」などの著者

である玉置妙憂先生をお招きし、特別講演をしていただきました。 

この夏のオープンキャンパスは、私達 26 回生全員で運

営を行いました。オープンキャンパスに参加して下さる皆

様の緊張を少しでも和らげる様に、私たちは元気に挨拶

し、楽しい雰囲気を作ることに尽力しました。猛暑の中、

多くの方に参加していただきましてありがとうございま

した。 

模擬授業では「衛生学的手洗い」を実施しました。例年

は参加して下さる方に体験していただいていたのですが、

今年も感染防止対策のため私達在校生が実施し、それを見

学していただくという形になりました。参加していただい

た方より、「手洗いだけでこんなにも菌が落ちるんだ。すご

い。」と多くの声を聞くことができ、手洗いの効果と重要性

を実感していただけたと思います。 

参加者との交流の時間では多くの質問をいただき、様々

な意見交換を行うことができました。受験や進路におい

て、私達のアドバイスが少しでも役に立てたら幸いです。 

オープンキャンパスの運営は私達にとっても初めての

体験であり、スムーズにいかなかった所もあったと思いま

す。ですが、クラス全員が主体的に動き、協力して運営を

行うことで無事に終えることができました。 

切で、それをもって評価するべきことだと思えました。 

また、相手を満たすためには自分が満たされていなけれ

ば、相手のために動くことができないと思います。利他業

である看護師を目指すものとして自分自身のケアも忘れ

ずに仲間、看護師同士ケアし合えるような人間になりたい

です。実習や、今後看護師となって働いた際にも常に相手

のために何ができるかを考えて学び続けたいです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 4年 8/1（月）8/5（金）8/12（金）8/20（土）の 4日間、 

2 年生 22 回生が中心となり体験入学を実施しました。 

高校生から社会人の方まで、たくさんの方に参加していただきま

した。 



令和 4 年 10 月、私達 26 回生は戴帽式を迎えることができました。多くの方々の支えによりこの日を迎えることができたこ

とに、感謝と喜びの気持ちで胸がいっぱいです。 

式典では憧れのナースキャップを戴き、ひとりひとりの想いが込められた誓いの言葉を、出席していただいた皆様へ伝えさ

せていただきました。緊張感に包まれた雰囲気の中でも練習の成果を発揮することができ、クラス全体の気持ちがひとつにな

った瞬間は今でも忘れることはできません。 

無事に式典を終え、夢である看護師に一歩近づくことにとても嬉しく思うと同時に、命に携わる事への責任感も実感し、この

気持ちを決して忘れることなく今後の領域別実習に臨んでいきたいと思います。 

今後も私達 26 回生は、仲間と共に切磋琢磨し、看護の道を一歩ずつ歩んできたいと思います。 

■戴帽式を終えて 

26 回生 船引穂佳 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

令和 4年 10月 14 日（金）2 年生 26 回生の戴帽式がご家族の方々の参列の下で行われました。 
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通信制の実習は、施設で実習を行う「病院見学実習」 

本校で受講する「面接授業」の２つの内容が通信制の「臨地実習Ⅱ」の構成となります！ 

■防災訓練 

令和 4 年 9 月 14 日（金）深谷消防署豊里分署

の方をお招きし、防災訓練を行いました。学内

で火災が起きたことを想定し、実際にテニスコ

ート前へ避難しました。また、消火器の正しい

使い方を指導していただきました。 

■成人看護学実習Ⅱを終えて 

２年課程通信制  第 10回生  伊藤 春野  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にベストな方法を導き出せるよう関わっていた。インフォー

ムドコンセントが始まった当初の患者は、ややうつむき加減

で活気がないように見受けられた。 

しかし、支援方法を聞いていく中で、気持ちや考えに整理

がついたのか、急にはっきりとした口調で「じゃあ、食器棚

を片付けよう」と言った。その発言に家族も驚いた様子で「本

当にいいの？大事にしてたじゃない。たしかに片付ければ広

くつかえるけど…」といったやり取りがあった。 

このようなインフォームドコンセントの過程から、今後の

生活に必要な事を多くの情報から優先順位を付けられる様

に促し、自分たちで答えを導き出すことが出来るような関り

が大切であることを学ぶことができた。さらにインフォーム

ドコンセント後、看護師が患者の病室を訪れ、改めて今後の

方向性の確認や疑問点、理解の程度を確認していた。この様

に、インフォームドコンセントとは患者のあらゆる情報を収

集し、問題解決する事柄を挙げ、言葉のキャッチボールを交

わしていく中で、最終的には患者と家族が意思決定できるよ

うに促されるものでなくてはならないと強く感じた。 

この様なプロセスを構築する様子を目の当たりにし、今

後、自分もこういったプロセスを大切にして、患者や家族が

希望をもって生活していける看護が出来るように取り組ん

でいきたい。 

◇個別相談・学校見学も承っています。（要予約） / ℡:048-587-1370 

■事務室からのお知らせ 

≫看護師国家試験の日程について 

第 112 回看護師国家試験 

令和 5 年 2 月 12 日（日） 
なお、合格発表日は令和 5年 3 月 24 日（金） 

午後 2 時時以降に厚生労働省のホームページ

等で確認ができます。 

成人看護学実習に臨むにあたり、私は２つ目標を立てた。 

① 成人期にある対象の自立した生き方や考え方を尊重し

た関りを学ぶ。 

② 対象を含めた家族に対する支援の実際を学ぶ。 

対象の患者は COPD の進行に伴って、いよいよ HOT（在

宅酸素療法）を導入し、在宅で生活することになった。在宅

生活をするにあたり、主治医とチーム医療スタッフと患者・

家族でインフォームドコンセントを行う場面を見学するこ

とが出来た。 

まず主治医は、患者の身体状況の説明をレントゲンを使

って、現在と２年前を比較して、進行状況を説明した。 

そして、今後、どのようなことに気をつけて生活していか

なくてはいけないのか、退院するまでにするべきリハビリ

は何のために行うのか、また生活導線を考えて、何が出来る

ようにしておいた方が良いのかなどを事細かく、丁寧に患

者と家族の反応を見ながら説明している様子が、とても印

象に残った。 

チーム医療者には、ソーシャルワーカーや理学療法士も

同席しており、それぞれの立場から視た患者・家族に対する

支援方法が提案され、その中から、もしくはその提案をもと 

■令和５年度入学試験のお知らせ 

◇学校説明会◇（准看護師の方対象）１２/３（土）＊１/１４（土） /℡:048-501-2730（通信制直通） 

※詳細はホームページにてご確認ください。学校説明会参加ご希望の方は、上記連絡先まで事前にお申込みください。 

※個別相談・学校見学も承っています。（要予約）  

出願期間 試験日 合格発表

社会人 第２回 令和５年　１月　５日（木）～令和５年　１月１８日（水）必着 令和５年　１月２８日（土） 令和５年　２月　１日（水）

第３回 令和５年　２月   ２日（木）～令和５年　３月　１日（水）必着 令和５年　３月１０日（金） 令和５年　３月１３日（月）

一般 第１回 令和５年　１月　５日（木）～令和５年　１月１８日（水）必着 令和５年　１月２８日（土） 令和５年　２月　１日（水）

第２回 令和５年　２月   ２日（木）～令和５年　３月　１日（水）必着 令和５年　３月１０日（金） 令和５年　３月１３日（月）

３年課程募集日程（修業年限３年全日制）

入試種別

出願期間 合格発表

第５回 令和４年１２月１２日（月）～令和４年１２月２３日（金）必着 令和５年　１月１３日（金）

第６回 令和５年　２月　６日（月）～令和５年　２月１７日（金）必着 令和５年　３月　１日（水）

2年課程通信制募集日程


